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た。その試料を、顕微分光法や顕微冷却装置などを使用して研究し、流体に H2O や CO2





有物中の圧力は 0.7〜 0.8GPa の圧力であり、これは深さ 23〜 28km に対応すると推定し
ている。流体包有物は二酸化炭素が多く、水は二酸化炭素の 18〜 35 重量 %で、塩濃度





た過程の議論である。結論として、スラブからの脱水分解反応で、 1.1-1.4 重量 %の塩
水がマントルウェッジに加わり、マントルの部分融解にともないマグマに取り込まれ、











   
  


















包有物中の圧力は 0.7〜 0.8GPa の圧力であり、これは深さ 23〜 28km に対応すると推
定している。流体包有物は二酸化炭素が多く、水は二酸化炭素の 18〜 35 重量 %で、塩







し、スラブからの脱水分解反応で、 1.1-1.4 重量 %の塩水がマントルウェッジに加わ
り、マントルの部分融解にともないマグマに取り込まれ、そのマグマからの脱ガス過
















1 月 20 日論文内容とそれに関連した口頭試問を行った。その結果合格と認めた。  
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